
 

王滝村における立入規制の緩和に対する意見照会回答 
 

【照 会 先】 御嶽山火山防災協議会会員 

【照会期間】 令和５年７月 19日（水）～21日（金） 

No 意見 意見提出機関 意見に対する回答 回答機関 

１ 

現地確認登山の際、八丁ダルミ及び二ノ池トラバースに

おいて防災行政無線の音声テストを行ったが、「木曽町

の音声はしっかりと聞くことができた一方で、王滝村の

音声は小さく聞き取りづらかった。」とコメントする機関が

多かった印象を受けた。八丁ダルミ及び二ノ池トラバー

スにおける登山者（入山者）への情報伝達について、貴

村の対応をあらためて確認したい。 

木曽地域 

振興局 

異常時には、木曽町との協議で、同一の広報文で両町

村が発報することとしている。入山者へはいずれかの放

送で情報が伝達できれば可と考えている。 

（生放送では５ｄｂ程度音量が増加する） 

王滝村 

２ 

八丁ダルミ、トラバースの入口及び登山道に、登山道以

外は立入禁止である旨の看板を設置した方が良いので

はないか。 

※傾斜が緩やかな場所等では、登山客が登山道を外

れ、昼食、休憩等することが予想される。 

木曽警察署 

ロープ外への立入禁止については、九合目、王滝頂

上、八丁だるみ剣ヶ峰上部、黒沢十字路トラバース入

口に看板を設置する。（別紙１） 

八丁だるみルートについては、新たに滞留抑制の周知

看板を設置する。（別紙２） 

王滝村 

３ 

協議会資料３１ページ 資機材の配備等について 

資料３３ページの避難誘導、下山確認欄に記載してい

る注意書きで、その日のうちに下山できない避難者に

対しての食料や飲料水等の備蓄計画はありますか。 

木曽広域消防

本部 

王滝頂上避難施設では、飲料（天水）は確保できてい

る。食料については、パトロール員用の保存食で１夜程

度（最大 50人分）であれば提供できる。 

王滝村 



 

No 意見 意見提出機関 意見に対する回答 回答機関 

４ 

八丁ダルミと剣ヶ峰に関しては、すぐ近くに地獄谷火口

域があることを意識して、登山者に対する啓発活動を継

続的に実施されるものと思われますが、改めて、定期的

な安全登山啓発活動とパトロール員による防災力維持

をお願いいたします。将来的に、一度、避難訓練を実

施して、登山者の避難行動の課題を定量的に把握する

とよいかもしれません。 

名古屋大学 

御嶽山火山 

研究施設 

王滝口ルートのデメリット（想定火口域の間近を通過す

ること、避難施設が限定されること）、剣ヶ峰へは複数の

ルートがあることを、改めて HPで告知する。（別紙３） 

また、関係機関と連携しながら引続き火山防災訓練等

を行うとともに、王滝頂上避難施設での安全パトロール

員の常住を続けていく予定。 

登山者参加型の避難訓練の実施については、参加者

への補償が各種保険の対象となるか否かを含め、今後

検討する。 

王滝村 

 

  



 

 

（追加看板設置個所）  

別紙１ 



 

 

（滞留抑止看板：新設 設置個所：トラバス分岐、八丁だるみ最上部） 

ここから先の登山道は想定 
火口域の間近を通過します 

 

☆出来るだけ速やかに 
通過してください。 

 
☆水分補給等の休憩は、短
時間に行ってください。 

 
☆火山活動の異常時には、
緊急放送を行います。 

 落ち着いて行動して 
 ください。 

  

別紙２ 



 

（ホームページ掲載 ルート案内） 

御嶽山登山で王滝口をご利用される方へ 

令和 5 年 7 月 29 日から令和 5 年 10 月 11 日までの間、御嶽山王滝口登山道

は、剣ヶ峰までの登山道に限った規制緩和を実施します。 

王滝口から登山をされる場合は、次の事項に留意してください。 

☆「剣ヶ峰」へは、王滝口の他に、黒沢口登山道、開田口登山道、飛騨小坂

口登山道、日和田道があります。 

☆王滝口ルートの「八丁だるみ」は想定火口域の間近を通過します。途中に

2 基のシェルターが設置されていますが、ルート上部は急傾斜です。有事の

際、速やかな避難が難しいと思われる方は、王滝口からの登山を再考してく

ださい。 

☆八丁だるみから分岐する「二ノ池トラバース」を通過する場合は、上部か

らの落石に特に注意してください。 

☆登山される場合は、事前に登山計画書を提出し、ヘルメットを着用してく

ださい。 

☆王滝口九合目から上部では、災害対策基本法により規制ロープ外は立入禁

止です。立入を確認した場合、木曽警察署へ通報します。 

 

 

別紙３ 



 

（現地確認後の二ノ池トラバースの様子） 

 現地確認登山の際、二ノ池トラバースの一部に２ｍ程のシャーベット状（溶けた雪と土が混じりあった

ような状態）の区間があったが、既にそのような状態は解消されている。また、同区間において、追加で

杭を打ちロープ張りも完了している。 

現地確認登山時 現在 

 
 

 

（現地確認後の携帯電話不感地帯の注意喚起看板の設置状況（王滝頂上側）） 

 注意看板の見落としを防ぐため、看板の設置位置の変更を検討中。 

現地確認登山時 現在 

  

            

設置位置の変更を検討中 

参考 

拡大 



 

（現地確認後の直登ルート終点における標識の設置状況（のぼり）） 

 のぼりからも標識を認識できるよう、標識の設置を検討中 

現地確認登山時 現在 

なし 新たな設置を検討中 

 

 

（現地確認後の黒沢十字路入口付近における標識の設置状況） 

 標識の見落としを防ぐため、標識の設置位置の変更を検討中。 

現地確認登山時 現在 

 

           

設置位置の変更を検討中 

 

 

拡大 


